
北朝鮮による拉致の全貌家族会･救う会の救出運動
　脱北した北朝鮮元工作員の証言で、横田めぐみさんの拉致が明らかになったことを契機として、各家族が実名を公表し
て救出運動を行なうことを決断し、平成９年（１９９７年）３月、家族会（北朝鮮による拉致被害者家族連絡会）が結成
されました。その家族会を支援するために、各地で次々に支援組織「救う会（名称は地域ごとに少しずつ異なる）」が生まれ、
平成１０年、各地組織が一体となって「救う会」全国協議会（北朝鮮に拉致された日本人を救出するための全国協議会）と
して運動を行なってきました。また、平成９年４月、超党派の国会議員により「北朝鮮拉致疑惑日本人救援議員連盟」が、
平成１４年４月からは名称を変更し「北朝鮮に拉致された日本人を早期に救出するために行動する議員連盟」が結成され
ました。さらに、平成１２年、全国の地方議員有志による地方議員の会が結成され、その後、各都道府県単位でも地方議
員により拉致議連が結成されるようになりました。
　平成１４年（２００２年）９月、金正日は拉致を認め謝罪しましたが、１００人以上と想定される日本人拉致被害者の内、
わずか５人とその家族だけを返すことで、拉致問題はすべて決着したと居直っています。
　平成 18 年と 21 年の北朝鮮によるミサイル連射、核実験に対し、国連安全保障理事会は決議 1718 号、決議 1874 号をそ
れぞれ全会一致で採択し、国際社会に北朝鮮への制裁を求めました。日本政府は、拉致問題への不誠実な対応も制裁の理
由として制裁を課しています。北朝鮮は追い詰められています。拉
致被害者救出運動は今まさに正念場です。皆様のさらなるご協力を
お願いいたします。

■救う会
連絡先＝〒 112-0013  東京都文京区音羽 1-17-11-905　
　　　　Tel.03-3946-5780　Fax.03-3946-5784
　　　　 info@sukuukai.jp　http://www.sukuukai.jp

北朝鮮が特別調査委員会を作って拉致被害者、特定失踪者などについて「再調査」を開始すると
発表しました。その結果がどのようなものになるか予断を許しません。

その上、今現在も、多くの拉致被害者とその家族にとっては、再会はもちろん、ことばの一言も
交わすことができない「生き地獄」が続いています。

安倍内閣が平成 25 年 1 月に定めた方針では、「認定の有無にかかわらず、全ての拉致被害者の安
全確保及び即時帰国のために全力を尽くす」、「拉致に関する真相究明、拉致実行犯の引渡しを引き
続き追及していく」としており、未認定の被害者の救出も明示されました。また、古屋圭司拉致問
題担当相は、「寺越事件の解決なくして拉致問題の解決はない」と述べ、特定失踪者を含むすべて
の拉致被害者を救出するとの意思を表明しています。

今こそ私たちは、金正恩政権が被害者全員を返すという決断をしなければ、日本も国際社会も金
正恩政権の崩壊まで追い詰めるというメッセージを送り続け、行動で示さなければなりません。そ
して、日本国民は怒っており、全被害者が帰ってくるまでその怒りは解けないことを伝えなければ
なりません。

このパンフレットは北朝鮮による拉致の全貌を整理したものです。多くの国民がこれを読み、北
朝鮮への怒りの声を上げて下さることを願っています。

国連調査委員会は、北朝鮮の人権侵害を「人道に対する罪」と非難した報告書を同日、人権理事
会に提出。飯塚代表は、「全ての拉致被害者が家族の元に帰り、北朝鮮の住民が人間の尊厳を回復
できるように一層の努力をお願いする」等と訴えた。

①署名のお願い
　�署名用紙は救う会のホームページ http://www.sukuukai.jp/img/shomei2007.pdf からダウンロードできます。�
その他、送付先をご連絡いただければ郵送させていただきます。
②首相にメール・葉書を
　首相官邸のホームページの「ご意見募集」から、ご意見を送ることができます。
　http://www.kantei.go.jp/jp/forms/goiken.html　
　葉書の場合は、〒100-8968　千代田区永田町 2-3-1　首相官邸
③メールニュースのご登録を
　救う会のホームページより登録できます。
④カンパのお願い（ 家族会支援、自由北朝鮮放送支援のカンパは通信欄にその旨記載を）
　■振込先　郵 便 振 替 口 座   ００１００−４−１４７０１   「救う会」／ゆうちょ銀行　店名019　当座 0014701
　　　　　　みずほ銀行池袋支店（230）（普）５６２０７８０　救う会事務局長平田隆太郎
⑤ブルーリボンバッジ申込み

⑥このパンフの申込み
　頒価 50円。但し 10部以上。送料無料。申込みは上記郵便振替口座利用。パンフ何部と書いて下さい。

あなたにもできること

１個５百円。２個以上から。送料は１０個まで８０円、それ以上は無料。郵
便局にある郵便振替用紙の通信欄に「バッジ○○個希望」と記入し、「ご依頼
人」欄に郵便番号、住所、氏名、電話番号を明記して、代金を上記郵便振替
口座に振り込んでお申込みください。ブルーリボンバッジと蝶結びバッジの
希望個数もお書きください。宅急便でお届けしていますので表札等と同一の
お名前で申し込んでください。通常１週間程度でお手許に届きます。

実名を公表して救出運動を行なうことを決断し、家族会を結成
平成９年３月２５日

　救う会では、脱北者が北朝鮮
に向けて情報を送っているラジ
オを支援しつつ、日本人拉致被
害者の所在情報提供者や保護し
てくれた人に褒償金を出すこと
を放送しています。

自由北朝鮮放送（ソウル）

めぐみさんたちは生きている!

◆なぜ生きていると言えるのか
1．遺骨、死亡診断書、死亡台帳、
　交通事故記録はすべて捏造

「8人死亡」という嘘
　平成14（2002）年9月17日、金正日が拉致を認め謝罪しましたが、そこで新たな2つの大きな
嘘をついたのです。第1は、「めぐみさんたち8人は死亡した」、第2は、「拉致被害者は13人しかい
ない」です。家族会・救う会は、金正日のこの2つの大きな嘘を打ち破るために全力で闘ってきまし
た。この間、北朝鮮が出した死亡の証拠は、全て捏造と判明し、日本政府も「被害者が生存している
前提に立つ」と明言しています。めぐみさんたちは生きているのです。

　大きく分けて2つの根拠があります。まず、金正日政
権が出してきた「8人死亡」の証拠13点全ては捏造で
した。「死亡」を日本側に納得させたいにもかかわら
ず、「死亡」を証明する客観的証拠を1人分も出せま
せんでした。

○

○

○

1994年4月に「自殺した」とされた横田めぐみさんは、それ以降に再婚し、96年男児を出産、少なくとも2001
年時点で生存していたという、北朝鮮対外連絡部元指導員をはじめとする複数の内部情報がある。
田口八重子さんは1986年に死んだとされているが、安明進氏は、1991年に、金正日政治軍事大学の２人
の教官から「金賢姫を教えた日本人教官は処罰されずに無事で教官を続けている」と聞いている。田口さ
んは96年以降文化部所属招待所で生活しているとの複数の情報がある。
市川修一さんは1979年に死亡したとされているが、「1996年まで工作員に日本語を教えていた」という情
報がある。
1988年11月、「炭酸ガス中毒で子どもを含む家族全員が死亡」とされた石岡亨さん、有本恵子さんは、
「2001年に平城（ピョンソン）市招待所で生活していた」という情報がある。

○

○

○

○

2．生きていることを証明する数々の証言
　死亡とされた時期以降に生きていたことを証明する数々の証言があります。

金正日政権が出してきた8人分の死亡診断書コピー
8点、横田めぐみさんが死亡したという病院の死亡台
帳１点については、2004年11月の日朝協議で北朝
鮮側が捏造を認めた。
田口八重子さん、松木薫さんの安全部（警察）作成
交通事故記録2点については、現場の写真が1枚もな
く、被害者の名前すら書いておらず、死亡の根拠にな
らない。
横田めぐみさんおよび松木薫さんのものと称する火
葬した遺骨については、帝京大学の最先端技術によ
る遺骨鑑定で、めぐみさん、松木薫さんとは別人の
DNAが検出された。

北朝鮮は、「患者入退院台帳」の「入退院」の上に青
字で線を引き、「死亡」として出してきた。

同上の台帳は通し番号にもかかわらず上から4段目、横
田めぐみさんの分だけは、次の行の男性と同じ番号
3-239になっていた。めぐみさんの行を付け足し、捏造。

「拉致したのは13人だけ」という嘘
　金正日政権は「拉致したのは13人だけ」と主張していましたが、これも真っ赤な嘘です。
　日本政府は、平成17（2005）年4月に田中実さんを、平成18（2006）年11月に松本京子さんを拉致被害者とし
て追加認定しました。これにより合計17人が「拉致被害者・家族支援法」にもとづく拉致被害者と認定されています。こ
の中で金正日が認めていないのが、曽我ミヨシさん、久米裕さん、田中実さん、松本京子さんの4人です。

 曽我ミヨシさんのケース
　昭和53（1978）年8月12日、曽我ひとみさんのお母さん曽我ミヨシさんも、ひとみさんと同様に袋に入れられ、小船に
乗せられ工作母船に運ばれたはずである。複数の人を同時に拉致する場合、拉致した直後、不安な思いをさせて服従
心を引き出すため、2人の被害者は互いに会わせず、孤独感を与える。同じ小船に乗せていてもお互いに気配を感
じさせないようにし、母船に乗せるときも時差をおいて乗せ、船室も別にするという。

 久米 裕さんのケース
　久米裕さんは、東京都三鷹市役所の警備員をしており、昭和52（1977）年9月19日に拉致され、当時53歳。拉致現場
付近で実行犯の1人が逮捕され、自供している。ところが北朝鮮は「久米は北朝鮮に入国していないことが判明した。
当該年度の工作件数や工作計画等、住民登録台帳等を調査の上、似た人物がいた痕跡もなかった」（「拉致問題に
関する現地事実調査結果（平成14年9月28日～10月1日）」）とでたらめな「情報」を日本政府調査団に提出している。
日本政府は数々の証拠、証言を持っており、北朝鮮の「情報」は捏造である。

 田中 実さんのケース
　田中実さんは、神戸市でラーメン屋に勤務していた。店主・韓龍大は、北朝鮮の地下工作組織「洛東江」のメンバーで、
韓が北朝鮮工作員の命令を受け、田中さんを海外旅行に誘い、昭和53（1978）年6月6日に成田からウィーンに向かった。
以後消息がなく、ウィーンからモスクワ経由で平壌に拉致されたと思われる。「洛東江」の元地下工作員・張龍雲氏の証言
で明らかに。元北朝鮮工作員・安明進氏は、田中さんの写真を見て、金正日政治軍事大学内で何回も目撃したと証言。

 松本京子さんのケース
　松本京子さんは、昭和52（1977）年10月21日午後8時頃、米子市の自宅から「編み物教室に行く」と言って出かけ、
自宅近くで拉致された。松林で京子さんと二人の男が話しているのを目撃した近所の住民が声をかけると、男の一人
が殴りかかり負傷させた。現場には京子さんのサンダルが片方残されていた。失踪当時、近くの海に北朝鮮工作船が
来ていたという情報があった。

　日本政府は平成14年10月、日朝国交正常化交渉で、政府認定以外の田中実さん、小住健蔵さん、松本京子さんの
3人について、北朝鮮に調査を求めました。警察は朝鮮籍の2人も拉致としています。田中さんと松本京子さんは前述
のとおり、その後認定されました。また、平成18年2月の日朝協議では、36人の「特定失踪者」などを取り上げました。

　「よど号」犯リーダー田宮高麿は生前、「自分たちは合計20人程度を拉致した」と語っています。有本恵子さん等3人の
他、これだけでもあと17人拉致されていることになります。元工作員・安明進氏は、金正日政治軍事大学で15人の日本人
教官を目撃したと証言しています。その上、安明進氏は88年当時、金正日政治軍事大学の複数の教官からそこで働く日
本人教官は約30人と聞いています。また、安明進氏によると拉致された韓国人約80人も教官として働かされていたとい
います。ジェンキンス・曽我ひとみさん夫妻の証言などによりレバノン人、タイ人、ルーマニア人、中国人を初めとして合計
12ヵ国の拉致被害者がいたことも明らかになってきています。

平成15年1月に救う会から分離発足した特定失踪者問題調査会（荒木和博代表）には、約500人の拉致の可能性が排
除できない事例が集まっており、そのうち約70人を拉致の可能性濃厚としている。

※

小住健蔵さんは北海道出身で昭和３６年頃から東京に出て働いていたが、昭和５５年６月、朴と名乗っていた北朝鮮工作員崔スンチ
ョルが小住さん名義で日本政府から旅券を取得した。つまり、この頃、小住さんが北朝鮮に拉致されたと考えられる。崔は小住さんにな
りすまして６回にわたり海外渡航を繰り返した。昭和６０年に警察がなりすましに気づき崔を国際指名手配したが、海外に逃走された。
警察は、崔が蓮池さん夫妻拉致犯人でもあったことを解明し、平成１８年１月、国際指名手配した。
警察庁は平成１９年４月１２日、在日朝鮮人と結婚した渡辺秀子さんの長女高敬美ちゃん、長男剛ちゃんの２人（朝鮮籍）を、北朝鮮
による拉致被害者と認定した（３ページ図参照）。渡辺さん親子は、昭和４８年１１月頃東京都内で失跡。渡辺さんは殺害され、子ど
も二人は監禁後、翌年６月頃、福井県小浜市の海岸から北朝鮮に拉致されたとされる。

※

※

日本政府認定の17人以外に拉致被害者は多数いる

ジュネーブの国連理事会で演説した飯塚繁雄・家族会代表
平成 26年 3月 17日（写真＝産経新聞社提供）

ー 8 ーー 7 ーー 6 ー




